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学位授与式

新領域創成科学研究科は1998年に東大全学の支援と

期待を受けて設立され、1999年から学生の受入を開始し、

10年が経過しました。また、2006年の3月には

本研究科の全ての専攻が柏キャンパスへの移転を完了しました。

これまでに3100名を超える修了者を世に送り出し、

現在1400名余の学生が在籍しています。

説明会 検見川オリエンテーション
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　新領域創成科学研究科は、「学融合を通じた新

たな学問領域の創成」を目指した教育・研究を行

うことを目的として、全学の支援を得て1998年

に創立されました。東京大学の三極構造をなす

柏キャンパスへの移転が2006年３月に完了し、

本学に新たな息吹を与える研究科に成長しまし

た。これまで本研究科創立のためにご尽力頂い

た皆様に改めて心から感謝申し上げます。

　本研究科は、200余名の教員、1400余名の

大学院生を有し、東京大学を構成する研究科の

中でも規模の大きい研究科の一つです。と同時

に、本研究科は、学部を持たない研究科であるこ

と、研究科に含まれる専門分野が広範であるこ

と、新しい柏キャンパスに位置すること等、東

京大学の新しい試みと大きな挑戦を象徴する研

究科であると言っても過言ではありません。ま

さに「新しい酒は新しい皮袋に盛れ」というパイ

オニア精神で出発した研究科です。

　本研究科が目指す「学融合」とは、既存の専門分

野間の壁を越えて、異なる専門分野を融合させ

て新たな分野や領域を創成することです。新し

い「知」は、異なる分野、異なる視点が交差する場

に創造される、と私たちは確信しています。また、

研究活動は、自らが能動的に課題を見つけ出し、

その課題にどのように取り組み、どのように解

決するかに対して、失敗を恐れずに勇気を持っ

て全力投入する持続的な姿勢です。この研究姿

勢が、本研究科のもう一つの理念である「知の冒

険」の意味することです。

　創立10年という節目を迎えた現在、本研究科

が学内外からの期待に応えるべく、「学融合」、「知

の冒険」という理念を可視化していくべき草創第

２期を迎えたと決意を新たにしています。また、

それを通して、21世紀の人類が直面する様々な

課題に対して解決の指針を提示する役割を果た

して行きたいと考えています。

　「世界の知の頂点」を目指す東京大学において、

本研究科では「知の頂点」に加えて、社会貢献に対

する強い意欲と行動力、さらには、人間として

の豊かな愛情を併せ持つ人材、すなわち、知・情・

意のバランスのとれた「信頼される真なるエリー

ト」を育成していきたいと考えています。

　皆様の益々のご支援とご協力をお願い申し上

げます。

新たな「知」の創造へ
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